
■ 一 般 質 問 ■ 

⓮

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
公
営
住
宅
の
応
募
倍
率
は
全
国

で
は
２
０
０
６
年
度
は
９
・
６

倍
、
２
０
１
３
年
度
は
６
・
６
倍
に
な

っ
て
い
る
。
応
募
倍
率
が
減
少
し
た
の

は
、
２
０
０
９
年
か
ら
入
居
収
入
基
準

が
そ
れ
ま
で
月
収
20
万
円
以
下
で
あ
っ

た

も

の

を

15

万

８

千

円

以

下

に

４
万
２
千
円
も
切
り
下
げ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
た
め
入
居
で
き
る
世
帯
は
よ

り
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

公
営
住
宅
法
は
第
３
条
で
、
「
地
方

公
共
団
体
は
、
常
に
そ
の
区
域
内
の
住

宅
事
情
に
留
意
し
、
低
額
所
得
者
の
住

宅
不
足
を
緩
和
す
る
た
め
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
公
営
住
宅
の
供

給
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、

地
方
自
治
体
に
公
営
住
宅
の
供
給
を
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

公
営
住
宅
の
環
境
改
善
を
訴
え
る
住

民
は
少
な
く
な
い
。

　

地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
公
共
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

以
下
伺
う
。

⑴
公
営
住
宅
戸
数
と
入
居
状
況
と
待
機

者
数

⑵
老
朽
化
が
目
立
つ
住
宅
も
多
く
、
今

後
の
町
営
住
宅
の
建
て
替
え
計
画
は
。

⑶
家
族
構
成
に
応
じ
た
住
み
替
え
は
。

⑷
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
の
家
賃
減
免
の

考
え
は
。

 
町　

長 
⑴
本
年
８
月
末
の
入
居
状
況
は
、
公
営

住
宅
が
建
て
替
え
事
業
な
ど
に
よ
る
政

策
空
き
家
98
戸
を
除
い
た
管
理
戸
数

７
０
５
戸
の
う
ち
、
入
居
戸
数
が

６
２
９
戸
、
入
居
率
89
・
２
％
、
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
の
入
居
戸
数
が
53
戸
、

入
居
率
93
・
０
％
、
町
営
住
宅
の
入
居

戸
数
が
18
戸
、
入
居
率
90
・
０
％
で
、

全
体
で
は
７
８
２
戸
の
う
ち
、
入
居
戸

数
が
７
０
０
戸
、
入
居
率
89
・
５
％
で

あ
る
。

　

な
お
、
本
町
に
建
設
さ
れ
て
い
る
道

営
住
宅
は
４
団
地
２
９
３
戸
あ
り
、
入

居
戸
数
が
２
７
９
戸
、
入
居
率
は
95
・

２
％
で
あ
る
。

　

待
機
者
数
は
現
時
点
で
４
世
帯
と
認

識
し
て
い
る
。

⑵
現
在
は
令
和
４
年
度
ま
で
の
計
画
に

基
づ
い
て
春
日
東
団
地
の
建
て
替
え
、

あ
か
し
や
南
団
地
建
て
替
え
と
桂
町
西

団
地
の
建
設
を
進
め
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
の
計
画
で
は
引
き

続
き
あ
か
し
や
南
団
地
の
建
て
替
え
を

進
め
、
泉
町
団
地
の
個
別
改
善
、
泉
町

東
団
地
の
建
て
替
え
を
計
画
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
令
和
４
年
度
が
現

計
画
の
策
定
か
ら
５
年
目
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
令
和
５
年
度
以
降
の
新
た
な

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

⑶
公
営
住
宅
法
で
は
、
家
族
構
成
の
変

化
に
よ
り
間
取
り
が
不
適
当
な
居
住
状

態
に
あ
る
場
合
や
障
が
い
、
病
気
、
高

齢
な
ど
の
理
由
に
よ
り
居
住
困
難
な
状

態
に
あ
る
場
合
な
ど
、
生
活
実
態
の
変

化
に
よ
っ
て
居
住
環
境
に
不
都
合
が
生

じ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
入
居
者

か
ら
の
申
出
に
よ
り
住
み
替
え
の
対
象

と
し
て
い
る
。

　

今
後
も
住
み
替
え
制
度
の
周
知
に
努

め
、
入
居
者
に
対
し
適
切
な
居
住
環
境

の
確
保
に
努
め
た
い
。

⑷
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
家
賃
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
生
活
相

談
窓
口
や
事
業
者
相
談
窓
口
等
と
連
携

を
図
る
こ
と
で
個
別
に
対
応
し
て
い

る
。
今
後
も
、
関
係
部
署
と
連
係
し
、

個
々
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
対

応
に
努
め
る
。

 

再
質
問 

　

一
部
の
町
営
住
宅
で
は
、
入
居
の
際
、

給
湯
器
や
浴
槽
な
ど
入
居
者
が
準
備
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
公

営
住
宅
は
生
活
が
大
変
な
た
め
入
居
を

申
請
し
て
い
る
の
だ
か
ら
町
で
整
備
で

き
な
い
か
。

 

答 

　

近
年
で
は
、
お
風
呂
が
な
い
と
か
ボ

イ
ラ
ー
が
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
の

は
、
民
間
住
宅
で
も
見
受
け
ら
れ
な
い

の
で
、
公
営
住
宅
も
今
後
は
建
て
替
え

は
も
ち
ろ
ん
、
改
善
し
て
い
く
部
分
は

整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

答問
多
子
世
帯
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い

大
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
公
営
住
宅

建
設
の
考
え
は

問
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